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った（岩浅 2015）．2015 年 9 月に閣議決定された第４次社会資本整備重点計画では，「国土の適切
な管理」「安心・安全で持続可能な国土」「人口減少・高齢化等に対応した持続可能な地域社会の形
成」といった課題への対応の一つとして生態系をインフラとして積極的に活用していくこと，すな













































































日本のマツは耐性が弱いために急速に被害が広がり（中島 2006），被害材積は 1979 年度に約 243
万立方メートルとピークに達した．その後，減少傾向に転じたが，2015 年度の被害量は約 48 万立方
































表序 2 日本の白砂青松にかかる制度 












砂坂海岸林 北海道檜⼭郡江差町 ⾶砂防備 檜⼭道⽴⾃然公園
屏⾵⼭保安林 ⻘森県つがる市 防⾵・⾶砂防備・保健（⼀部） 津軽国定公園
⾼⽥の松原 岩⼿県陸前⾼⽥市 ⾶砂防備・潮害防備 三陸復興国⽴公園
史跡名勝天然
記念物 名勝
御伊勢浜 宮城県気仙沼市 潮害防備 県⽴⾃然公園
⾵の松原 秋⽥県能代市 ⾶砂防備・保健(⼀部)・潮害防備  森林スポーツ林





























加賀海岸 ⽯川県加賀市 防⾵・⾶砂防備・保健  ⾃然休養林
越前加賀海岸国定
公園

































































































































NPM(New Public Management)改革と呼ばれるようになる(新川 2017) ．新川は，こうした転換点を，
政策形成や実施について，ガバメント中心の視点ではなく，多様な利害関係者がかかわるガバナン
































































































葉を用いたのは，Walters and Hilborn (1976) とされる．順応的管理には様々な定義，解釈がある



























































































































地域住民との協力関係が強く求められるようになっている中で，2008 年に約 1 億 3000 万人でピ
ークを迎えた日本の人口は，2050 年には 9700 万人まで減少すると予想されている（総務省 2017)．
















機能を発揮するために必要な林分構造について検討されてきている（吉崎 2011; 林田  2012; 太
田 2015）．また，海岸マツ林の管理状態と植生景観との関係性（浅見ほか 2003），住民が実感する
海岸マツ林からの生態系サービス（遠藤ほか 2016），海岸マツ林の散策で得られるリラクゼーショ






























































































































































 徳島県海部郡海陽町は，徳島県の最南端に位置し，東西 24km，南北 22 km，総面積 327.659 km2に
及ぶ(図 1-1)．9 割を山地によって占められており，南東の海岸線は太平洋に面している(海陽町 
2018)． 
 
図 1-1 徳島県海陽町大里地区の位置 
 
海陽町大里では，長年，地域の人たちによって海岸マツ林が管理されてきている．海陽町の人口
は 1955 年の 20,591 人をピークに年々減少し，2000 年には 12,104 人，2015 年には 9,283 人となっ
ている．そして，2040 年には 5,466 人になると見込まれる人口減少地域である（海陽町 2015）． 
海部川河口の海岸部に，沿岸流や波浪によって運ばれた砂によって標高 10m 程の砂浜堤が形成さ
れており，その上に長さ 2.3km，幅 200mほどのクロマツを主体とする海岸林が作られている（図 1-
2）．樹林面積は 26haで，そのうちクロマツが優占する林分は 20.2haで，それ以外の 5.8haの林分
ではクスノキが優占する（佐々木ほか 2017）． 
 
図 1-2 徳島県海陽町大里の海岸マツ林  (2017 年 12 月 14 日一ノ瀬友博氏撮影) 
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 (1) インタビュー  
 2015 年 8 月 29 日海陽町大里海岸マツ林内にて草刈りを行っていた大里部落の部落長から活動に
ついての情報を収集した．大里八幡神社の社務所では，2015 年 9 月 14 日に大里部落長と総代，役
員，会計，八幡神社宮司より，また 11 月 22 日と 2018年 4 月 16 日には大里部落長へインタビュー
を行った．項目は保全活動の内容，役割，インセンティブ，活動予算，海岸マツ林の過去と現在の状
況である．2017 年 4 月 15 日に海陽町文化村にて，大里部落長，次期部落長，会計より，海岸マツ林
の歴史，マツ林への関わり，大里八幡神社の秋祭りについて，座談会形式で情報を収集した． 
 (2)参与観察 




A 1 ⼤⾥部落 部落⻑2015年〜2017年 2015年8⽉29⽇~11⽉22⽇,2016年2⽉2⽇~12⽉1⽇,2019年6⽉16⽇
A2 ⼤⾥部落 次期部落⻑2015年〜2017年⼤⾥部落 部落⻑2018年〜2020年 2015年8⽉29⽇~11⽉22⽇,2016年2⽉2⽇~12⽉1⽇,2019年6⽉16⽇
A3 ⼤⾥部落 総代2018年〜2020年 2019年6⽉16⽇
A4 ⼤⾥部落 総代2018年〜2020年 2015年8⽉29⽇~11⽉22⽇,2016年2⽉2⽇~12⽉1⽇,2019年6⽉16⽇
A5 ⼤⾥⼋幡神社 宮司 2015年9⽉14⽇
A6  ⼤⾥部落 会計2015年〜2017年 2015年8⽉29⽇~11⽉22⽇,2016年2⽉2⽇~12⽉1⽇
A7 ⼤⾥部落 役員2015年〜2017年 2015年9⽉14⽇
A8 ⼤⾥部落 総代2018年〜2020年 2019年6⽉16⽇
A9 ⼤⾥部落 役員2018年〜2020年 2019年6⽉16⽇
A10  ⼤⾥部落 役員2018年〜2020年 2019年6⽉16⽇
A11 ⼤⾥部落 会計2018年〜2020年 2019年6⽉16⽇
A12 ⼤⾥部落 総代2018年〜2020年 2019年6⽉16⽇
A13 地域住⺠ 2019年6⽉16⽇
A14 地域住⺠ 2019年6⽉16⽇
B1 海陽町 農林⽔産課 2020年3⽉23⽇
B2 海陽町 産業観光課 2016年9⽉26⽇
B3 海陽町 まち・みらい課  課⻑ 2019年5⽉10⽇,2019年6⽉16⽇
B4 海陽町 まち・みらい課 課⻑補佐 2019年5⽉10⽇,2019年6⽉16⽇
C1 徳島県 南部総合県⺠局農林⽔産部<美波>林務担当 2020年3⽉23⽇
C2 徳島県 南部総合県⺠局産業交流部（美波）林務担当 2016年12年1⽇
C3 徳島県 県⼟整備部⽤地対策課 副課⻑ 2015年6⽉8⽇
C4 徳島県 南部総合県⺠局産業交流部＜美波＞（那賀林務）森林整備担当 主任 2015年6⽉8⽇
C5 徳島県 農林⽔産部農林⽔産農業基盤整備局 森林整備課 森林整備担当 課⻑補佐 2015年6⽉8⽇
C6 徳島県 農林⽔産部農林⽔産農業基盤整備局 森林整備課  林地保全担当 係⻑ 2015年6⽉8⽇
C7 徳島県 南部総合県⺠局（美波）産業交流部（那賀林務）森林整備担当 課⻑補佐 2015年6⽉8⽇
C8 徳島県 県⺠環境部環境⾸都課 ⾃然環境担当 課⻑補佐 2020年3⽉30⽇31⽇
D1 徳島県 海陽町⽴海陽中学校 教諭 2020年3⽉23⽇
D2 徳島県 海陽町⽴海陽中学校 教諭 2016年9⽉26⽇





































 2016 年 2 月 2日，枯れマツ伐倒作業を視察．役割を把握した．同年 2月 19 日，「大里松原植樹・
保全活動 2016」に参加し，活動の様子・雰囲気を観察し，中学生にマツ林との関わりを尋ねた． 
 2017 年 1 月 18日，海岸マツ林の台帳作りを視察した．作業内容，役割，本数などを確認した． 
(3)ワークショップ 








(1) インタビュー  
2016 年 9 月 26 日，海陽町立海陽中学校にて，校長，担当教諭に大里海岸マツ林との関わり，マツ




 (1) インタビュー  
 2015 年 6 月 8日，徳島県庁にて県庁職員より，大里海岸マツ林に関わる担当部署などの情報を収
集した．2016 年 9 月 26 日，海陽町役場にて，海陽町役場産業観光課職員から海岸マツ林の保全事業
内容と委託元，主体と資金について，また今後のビジョン，管理方針，関わるステークホルダーをイ
ンタビューした．2020 年 3 月 23 日，30 日，31 日，電話にて，県担当職員に施策と事務事業につい
て情報収集をおこなった．重ねて同年 3月 23 日，海陽町職員にも電話にて施策と事務事業について
情報収集をおこなった． 
(2)ワークショップ 
















既にマツ林が描かれていること（図 1-3），「享保 15 年大暴風雨，松原御林 3000 本余り根返り中折
れ」との記述がある文書が残っていること（海南町史編さん委員会 1995b）から，そのマツ林は少













































































得られる収入は部落の基金に組み込まれるとのことであった（A2氏）．2016 年 2 月に実施された伐
倒作業の様子を確認したところ，マツ枯れ実態調査（2015 年 12 月 1 日）で印をつけた枯死木の伐倒
を，大里部落の役員を中心とする 17 名（1 名は 57 歳，他の 16 名は 60 歳以上）が行っていた（図
1-4）．この時の作業日数は３日間，伐倒本数は 385 本であった（A1氏）． 
 
図 1-4 大里部落の人たちによる伐倒作業 (2016 年 2 月 2日筆者撮影) 
(3)海岸マツ林の台帳作り 
国からの補助事業を推進していくうえで，海岸マツ林の台帳が必要であるとのことから，徳島県
からの要請を受けた大里部落は，毎木調査を行った．作業は 2017 年 1 月 12 日からの 7日間，1日 6
時間の作業を 12 人ないしは 13 人で行ったとのことであった（A1氏）．１月 18日の作業に同行した
ところ，一組 4人ずつの 3班編成で，胸高直径 10cm以上のクロマツを GPSで測位したうえで，番号
 24 
タグを付け，胸高直径と樹高を測定し，枯死の有無とともに記録していた．これにより，胸高直径






３年生が参加するようになった（A1氏）．2016 年 2 月に行われた「大里松原植樹・保全活動 2016」
には，海陽中学校 3 年生 56 人，地元住民 20 人，海陽町役場 1 人，徳島県南部総合県民局 3 人，海
部森林組合 10 人が参加していた．活動の始めに，大里部落長から「大里松原は，大里部落にとって
生命線である」とのことが伝えられ，そして，南部総合県民局の職員から海岸防災林の役割と機能
について説明された．そして，大里部落が準備した 100 本のクロマツ苗が植えられた（図 1-5）． 
  













毎年 6 月と 9 月の 2回，大里部落の役員が中心となってマツ林内の下草刈りを行っていた．以前
























図 1-7台風で林内に流れ込んだ流水と幹折れしたマツ  




































に参加してきた（岡島 1987）．1980（昭和 55）年の「徳島県神社誌」によると，氏子は 2100世帯
に及ぶという（岡島 1987）．秋祭りには，今でも，鞆浦，奥浦，大里，四方原といった地区から関








   
 
   
図 1-9 地域の気持ちをつなぐ秋祭り 




























表 1-2.  地域住民の生態系サービスの利用の変化  
 
 














































































































図 1-10. 大里海岸マツ林の管理の仕組み 
 
2019 年の 10 月に発生した台風 19 号は，関東地方や東北地方に甚大な被害をもたらした













































































ローカルガバナンスを構築するうえでの鍵概念である（八巻ほか 2011; 森 2017）． 
大里ではコアとなる組織は既に存在し，国や自治体の施策を支援・活用する仕組みはできあがっ





























1.1 ㎞の北の脇海岸マツ林がある(図 2-2)． 
 





















 現在，この海岸は日本の渚百選に選ばれ，北の脇海水浴場として 2016 年には約５万５千人の遊泳
客が訪れている．海水浴客のピークには，約 50万人が訪れ，マツ林のなかにいくつもの桟敷が設け









ビュー調査，文献調査を行った．インタビューの対象者と実施日を表 2-1 に示す． 
 
1.3. 地域住民による活動と考えの把握 
2015 年 6 月 8日，15 時から 16 時まで，徳島県庁にて阿南市の海岸マツ林に関わる担当者 4 人へ
半構造化インタビューをおこない，阿南市見能林地区の海岸マツ林の管理に関わる地域住民の情報
を得た．各協議会長を紹介してもらい，2015 年 6 月 26 日に南林公民館にて南林北協議会長に，半構
造化インタビューを 1 時間おこなった．2015 年 6 月 2７日は，北の脇協議会会長と南林南協議会会
長のそれぞれの自宅で，1時間半構造化インタビューをおこなった．また追加で，北の脇協議会会長
へは，2015 年 9 月 7 日に会長宅で 2 時間，南林南協議会会長へは，2015 年 8月 29 日に南林公民館











りである．2016 年 4 月 26 日，10 時 30 分から 11 時 30 分，阿南市役所において，海岸マツ林に関わ
る阿南市産業部農林水産課林務水産係主事，同じく課長補佐，阿南市産業部商工観光労政課課長，











2.1. 人とマツ林の関わりの変化  
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ついて，図 2-6 にまとめた． 
 
 
































































































































インタビューの対象者と実施日を表 3-1 に示す． 
 




















A , 2017 3 7 , 8 , 2019 9 7
B 2017 3 7 , 3 8 , 12 16 ,2018 8 10 , 2019 1 26 , 9 7
C    2017 3 7 , 3 8
D   2017 3 7
E   2017 3 8
F   2017 3 8
G 2017 3 8
H    2017 3 8
I   2017 3 8
J   2017 3 8
K   2017 3 8
L   2017 3 8
M   2017 3 8
N   2017 3 8
O   2017 5 1 , 2018 8 10 ,2019 1 26
P   2018 8 10 , 2019 1 26
Q  2012 (2017 ) 2017 5 1
R 2005 (2017 ) 2017 5 2
2018 8 10 , 2019 1 26 , 9 7
2018 8 10 , 2019 1 26
 44 
 













































ティアとして参加していて，毎回 50〜100 人程度の参加があるという（図 3-4）． 
 





















図 3-5. 活動の結果として取り戻された白砂青松の景観．自然発生した実生も見られる． 
 
植樹は，2月〜3 月に，西福間地区松林，花見地区松林で行われている．福間小学校の 6年生や福
間中学校の生徒も加勢してくれるようになり，2017 年は，福間小学校 6 年生の卒業間近の児童，子



















































ューをとおして明らかにした（表 3-2）．  
 
表 3-2. 地域のコアメンバーが持つ海岸マツ林への考え 
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ーや文献調査の結果を表 3-3 に整理した．以下，その過程を具体的に記述する． 
 














































表者，庁内公募に応募した 10名程の市職員が参加し，それぞれの地域で 2 年間に 10回程度開催さ





業 で あ っ た と 述 懐 し て い る （ 梶 原 氏 の 講 演 記 録  [ 以 下 ， 講 演 記 録 ] ； 
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/143229_50619912_misc.pdf  最終確認 2020 年 2





福間地域では，コンサルタント等のスタッフ 4 人をファシリテータとする WSが，２年間で 11回



























表 3-4.  福間地域で開催されたワークショップの内容．福地市（2007b）に基づき作成 
 
 
2007 年 3 月，福津市は，8 つの地域で策定された「地域づくり計画」と，行政が独自に策定して
いた「分野別計画」をもとに，これらを整合させる全体計画としての「福津市まちづくり計画・福津








































2008 年 3 月に示された「福津市緑の基本計画」（福津市 2008）では，「松食い虫による松枯れ
や，管理不足，ゴミの投棄等で悪化したマツ林の保全と再生を図るために，行政で施肥，植林，間
伐，用木保育，松食い虫対策（薬剤散布）等を行うとともに，国有林の充実について森林管理署に働








図 3-10.  福津市が実施した「松林雑木等除伐・下刈業務」．(a)実施前，(b)実施中，(c) 実施
後．(松崎俊一氏提供) 
 
























郷づくり計画」を改定した(http://wagamachi.city.fukutsu.lg.jp/index.php 最終確認 2020 年 2
月 24 日)．これを受け，福津市（2019）は「第 2 次福津市総合計画」の策定に向けた「まちづくり
基本構想」を策定し，7つの目標を示した．その１つ目に「共育」を，2つ目に「地域自治」を掲げ，




郷づくり計画」を改定した(http://wagamachi.city.fukutsu.lg.jp/index.php 最終確認 2020 年 2
月 24 日)．これを受け，福津市（2019）は「第 2 次福津市総合計画」の策定に向けた「まちづくり
基本構想」を策定し，7つの目標を示した．その１つ目に「共育」を，2つ目に「地域自治」を掲げ，










































































図 3-2. 福間海岸マツ林の管理の仕組み 
 
＊本章は，「朝波史香・伊東啓太郎・鎌田磨人 (2020) 福岡県福津市の地域自治政策と海岸マツ林
























全国白砂青松 100 選，県森林浴 100 選に選ばれ，市民の植林活動は，市民協働のシンボルとなって
いる． 
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隊がボランティアで行い，2019 年 2 月 3 日の植樹では 450名ものボランティアが参加したそうであ


































アダプト・プログラムには，このような 28の団体(表 4-3)が参加していた．プレイヤーとしての 28
団体の内訳は，地域自治体 11団体，市民団体・非営利団体６団体，企業 5社，学校 4校，行政２団
体であった．図 4-4 に参加団体割合を示す． 
 
 
図 4-3 さつき松原アダプト・プログラム区画  (資料：宗像市) 
 
表 4-3 さつき松原アダプト・プログラム参加団体 
 











































































































































































のが始まりとされる(田中 2011)．  
全長 4,5km 最大幅 700m に渡る虹の松原は，日本三大松原の一つで，文化庁より特別名勝の指定
（1955 年）を受けている．1956 年には玄海国定公園の一部となった(2020八島)．国有林で，防風保
安林，潮害防備保安林，保健保安林に指定され，また，風致探勝林(レクリェーションの森)にも指定




































































A 2 職員 2018年 8⽉9⽇ NPO法⼈KANNE
B：⾏政 B1 佐賀森林管理署 2018年 8⽉9⽇  NPO法⼈KANNE
A1 佐賀県⽴唐津南⾼校 2017年12⽉17⽇ 海岸マツ林内
A2 佐賀県⽴唐津南⾼校 2017年12⽉17⽇ 海岸マツ林内
A3 佐賀県⽴唐津南⾼校 2017年12⽉17⽇ 海岸マツ林内
A4 佐賀県⽴唐津南⾼校 2017年12⽉17⽇ 海岸マツ林内
B1 唐津市⽴第⼀中学校 2017年12⽉17⽇ 海岸マツ林内
B2 唐津市⽴第⼀中学校 2017年12⽉17⽇ 海岸マツ林内
B3 唐津市⽴浜⽟中学校 2017年12⽉17⽇ 海岸マツ林内
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推進業務」を KANNE に委託した．9 月には佐賀森林管理署と協議会が「森林整備協定・レクリエー











事務局長(A1 氏)へのインタビューによると協議会メンバーは 47 名で，唐津市長が会長だそうで



























































「CANPAN FIELDS」の団体情報から KANNEの情報を検索し，結果をまとめた． 















動の普及・推進もおこなっているそうだ．また年に 4回おこなう「Keep Pine Project～虹の松原ク
 69 
リーン大作戦（以下，KPP）」を主催して，地域住民等ボランティアと松葉かきや除草，ゴミ拾い等








た．2016 年度には，地域環境保全功労者環境大臣表彰され，協働においても 2017 年に佐賀県より第
2回 佐賀さいこう表彰（協働部門）され，翌年の 2018年度には，一般社団法人佐賀県観光連盟よ
り観光功労者表彰されていた．KANNEは，このように国や県，団体から表彰されており，KANNEの取







州森林管理局長賞」を受賞している(虹の松原だより第 48 号)．続いて 2017 年では「「白砂青松を
世界へ発信〜虹の松原と紡ぐ未来を目指して〜」と題して発表を行い高等学校部門で優秀賞を受賞



















2.3.  植生管理のしくみ 
KANNE事務局長(A1氏)と事務員(A2氏)，林野庁佐賀森林管理署(B1氏)へのインタビューや参与観
察で得た情報をもとに，虹の松原保護対策協議会(2014)や NPO 法人唐津環境防災推進機構 KANNE ホ
ー ム ペ ー ジ (https://npokanne.com/ 最 終 確 認 2020 年 8 月 8 日 ) ，
Facebook(https://www.facebook.com/npokanne/  最終確認 2020 年 8月 8日)，虹の松原だより
(第 1号〜第 53号発行者 NPO法人 KANNE)，内閣府 NPOホームページ NPO法人ポータルサイト特定非
営利活動法人 唐津環境防災推進機構 KANNE 2017 年度，2018年度事業報告書 https://www.npo-
homepage.go.jp/npoportal/detail/041000192  最終確認 2020 年 8月 8日)等から情報を入手
し，しくみを整理した． 
 










唐津環境防災推進機構 KANNE 2018  平成 29 年度事業報告書)(図 5-4)． 
 






アダプト方式の活動の成果は，活動開始時の 2011 年度は，再生・保全活動に係る活動人数は 5013
人であったが，2017 年度には，7140 人まで増えていた．登録団体数も 129団体から 221団体に増え，

































   
図 5-7.アダプトプログラム参加団体内訳   図 5-8.アダプトプログラム参加団体活動状況 
 



















































活動団体 活動⽇ 活動団体 活動⽇ 活動団体 活動⽇
商店・企業 海浜館 未定 商店・企業 株式会社アステム唐津⽀店 未定 商店・企業 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 年2回
商店・企業 有限会社松尾印刷 記載なし 商店・企業 株式会社NTTドコモ九州⽀社佐賀⽀店 未定 ⾏政 唐津市⽔道部 年1回
学校 佐賀県⽴唐津⻘翔⾼等学校 年２回 からつ⼤学交流連携センター 未定 唐津農業協同組合 年3回
商店・企業 株式会社グロー 未定 学校 唐津カトリック幼稚園 年2回 商店・企業 株式会社 まいづる百貨店 年10回
学校 唐津市⽴第⼀中学校 ⽉1回 学校 呼⼦中央幼稚園 未定 ⾏政 唐津市農林⽔産部 年１回
商店・企業 株式会社ビーエムホールディングス ビッグモーター唐津店 未定 市⺠団体 ゆめさが虹の会 月2回 ⾏政 唐津市保健福祉部 年1回
商店・企業 株式会社ヨシムラ 年1回 市⺠団体 唐津⼿話の会 未定 ⾏政 唐津市役所会計課 年1回
市⺠団体 珍愚会 年2回 佐賀県年⾦受給者協会唐津⽀部 年4回 商店・企業 株式会社 ⼤原⽼舗 年4回
市⺠団体 ふくおか富永G 年2回 NPO NPO法⼈唐津観光情報センター 年4回 ⾏政 唐津市浜⽟⽀所 年1回
商店・企業 株式会社有明電設唐津営業所 未定 商店・企業 株式会社ヒラオカ 未定 ⾏政 唐津市市⺠環境部 年2回
商店・企業 株式会社サイン・カラツ 未定 市⺠団体 ひまわり会 年4回 ⾏政 唐津市消防本部 年2回
北波多校区通学合宿実⾏委員会 未定 ⻄友労働組合九州⽀部 年3回 ⾏政 唐津市財務部 年4回
商店・企業 株式会社アマノ園芸 未定 あおぞら教育プランニング 年3回 ⾏政 唐津市教育委員会 年1回
学校 唐津市⽴成和⼩学校 年1回 商店・企業 株式会社 旅館綿屋 未定 ⾏政 唐津市企画経営部 年1回
唐津ごみゼロ部 未定 商店・企業 有限会社 在宅介護お世話宅配便 宅⽼所まんてん茶屋虹の松原 週2～4回 商店・企業 昭和⾃動⾞ 株式会社 未定
⽇本ローカルネットワークシステム協同組合連合会九州・沖縄地域本部 年１回 市⺠団体 こなた会 年2回 ⾏政 唐津市建設部 年2回
佐賀県建造物解体業連合会 未定 商店・企業 株式会社 平野酸素商会 年4回 商店・企業 株式会社 ワイビーエム 年1回
商店・企業 株式会社ダイナム佐賀唐津店 年4回 商店・企業 株式会社スズキ⾃販佐賀 未定 商店・企業 有限会社 みのり農場 月1回
商店・企業 株式会社バードランド 記載なし 商店・企業 有限会社中村スタジオ 年2回 障害福祉サービス事業所 太陽社 年4回
学校 虹の森保育園 月1回 商店・企業 有限会社環境エンジニアリング 未定 商店・企業 株式会社 フレックス唐津 年1回
商店・企業 ⽟屋 唐津店 ＫＰＰ 佐賀県唐津農林事務所 年2回 ⾏政 唐津市役所 総務部 年2回
佐賀教区災救隊 年2回 商店・企業 ⽶村電設⼯事株式会社 年4回 商店・企業 宮島醤油株式会社 年3回
商店・企業 筒井測量設計株式会社 年2回 商店・企業 成村建設 株式会社 年4回 商店・企業 株式会社 ヤマフ マリンセンターおさかな村 年4回
商店・企業 ソフトバンク唐津鏡店 ＫＰＰ 商店・企業 有限会社 虹の松原⾃動⾞学校 年3回 市⺠団体 古代の⾥ 鏡会 月1回
商店・企業 ⼤和ハウス⼯業株式会社 佐賀⽀店 KPP 商店・企業 株式会社 太⽥⼯務店 未定 市⺠団体 唐津陽気会 年3回
商店・企業 ⼤和ハウス⼯業株式会社 佐賀⽀店 年4回 商店・企業 有限会社 すえひろ 年4回 国⺠宿舎 虹の松原ホテル 週2回
商店・企業 ボートレースからつ 年1回 商店・企業 伽陀都葬斎 株式会社 年4回 商店・企業 株式会社 九電⼯ 唐津営業所 年2回
商店・企業 九州電⼒株式会社 佐賀⽀社 年1回 商店・企業 株式会社 三栄 未定 商店・企業 脇⼭商店 月4回
商店・企業 有限会社キョーセイ建設⼯業 記載なし 商店・企業 ダスキン⼭本⽀店 年4回 商店・企業 ⿇⽣本家 月4回
商店・企業 九州旅客鉄道株式会社 唐津鉄道事業部 KPP 商店・企業 株式会社 筑豊製作所唐津⽀店 未定 商店・企業 唐津シーサイドホテル株式会社 年4回
唐津⻄ロータリークラブ 年2回 市⺠団体 すえひろ会 年4回 商店・企業 株式会社 佐電⼯ 唐津営業所 年3回
商店・企業 株式会社body make ONIX 月1 商店・企業 ホンダカーズ佐賀㈱唐津店 年2回 商店・企業 有限会社 研 月1回
異世代交流スペースＣｏｍｏｄｏ 記載なし 商店・企業 株式会社 唐津公善社 未定 商店・企業 グリーンアーツ株式会社 年3回
唐津商⼯会議所 年2回 市⺠団体 ⼤地のがっこう「未来塾」からつ 年4回 たちばな塾 年4回
商店・企業 システムラボラトリー株式会社 年1回 商店・企業 株式会社 サニクリーン九州 年2回 商店・企業 有限会社 カンザイ 年4回
商店・企業 ⽔ing株式会社唐津管理事務所 KPP 商店・企業 ⻄⽇本新聞社 年4回 市⺠団体 からつ夢バンク 年4回
商店・企業 中江税理⼠事務所 年2回 商店・企業 ⽇東⼯業株式会社 未定 ⼀般社団法⼈ 唐津観光協会 年4回
商店・企業 いちよし証券株式会社唐津⽀店 年2回 市⺠団体 ななのゆ 年2回 ⼀般社団法⼈ 唐津建設業協会 年3回
商店・企業 株式会社脇⼭電気⼯事 KPP 市⺠団体 童笑会 未定 商店・企業 笠原建設株式会社 年4回
市⺠団体 めぐみの⾥ 記載なし 商店・企業 TAX唐津 ㈱唐津カーセンター 未定 商店・企業 髙⽥電機株式会社 未定
市⺠団体 特定⾮営利活動法⼈NetworkStationまつろ 記載なし 唐津東ロータアクトクラブ 年2回 商店・企業 株式会社 椿原造園 年1回
商店・企業 藤⽥⽺羹本舗 年1回 商店・企業 株式会社オリーゼ本舗 未定 商店・企業 ⼤⻄⼯業株式会社 平成23年6月17
商店・企業 フジ地中情報株式会社 KPP 公益財団法⼈ 唐津市⽂化事業団 年2回 商店・企業 株式会社 シモカワ 未定
商店・企業 株式会社⻄⽇本シティ銀⾏唐津⽀店 KPP 商店・企業 クリエイトホーム株式会社 年２回 商店・企業 唐津信⽤⾦庫 年3回
市⺠団体 Niji 年4回 商店・企業 株式会社ジェイテック 年４回 商店・企業 東島電気⼯事 株式会社 未定
商店・企業 株式会社佐賀共栄銀⾏唐津⽀店 KPP 市⺠団体 若っかし会 年2回 学校 学校法⼈コア学園 唐津ビジネスカレッジ 未定
社会福祉法⼈唐津市社会福祉協議会 記載なし 商店・企業 コカ・コーラウエスト㈱唐津⽀店 未定 商店・企業 唐津⽡斯 株式会社 未定
企業 ⼤塚製薬株式会社佐賀出張所 年3回 唐津郵便局 年４回 商店・企業 医療法⼈ 松籟会 未定
NPO NPO法⼈地域みらいず 年2～3回 学校 学校法⼈リョーユー学園リョーユー幼稚園 月１回 商店・企業 株式会社 百花園 未定




商店・企業 株式会社福井建設 年4回 商店・企業 ネッツトヨタ佐賀株式会社 唐津店 未定 市⺠団体 ホワイトブルー虹 月2回
公益財団法⼈唐津市シルバー⼈材センター 年1回 学校 佐賀県⽴唐津東⾼等学校 年1回 学校 東唐津⼩学校 年4回
市⺠団体 狛⽝愛好会 月1回 商店・企業 株式会社 コンドー住設 週1回 市⺠団体 コモンズ唐津 年1回
市⺠団体 NPO法⼈唐津市⼦育て⽀援情報センター 年４.５回 ポンポコ村ベゴニアガーデン 月1回 学校 厳⽊⾼校 年4回
商店・企業 株式会社九州建装 不定 商店・企業 九州三菱⾃動⾞販売株式会社 唐津店 年2回 ⾏政 唐津市商⼯観光部 月1回
商店・企業 国⼟防災技術株式会社佐賀営業所 年4回 市⺠団体 チームNOBU 年2回 市⺠団体 ⻄ノ浜⾥浜づくりの会 年6回
崇城⼤学⼯学部ナノサイエンス学科 ⼟橋研究室 年5回 市⺠団体 チーム⼩⼭⽥ 月1回 市⺠団体 海遊キッズクラブ 年4回、土曜
商店・企業 第⼀⽣命保険株式会社 佐賀⽀社 唐津中央営業オフィス 未定 商店・企業 株式会社 親和銀⾏ 唐津⽀店 年4回 商店・企業 有限会社カトウ商会 年6回
商店・企業 ⼀般社団法⼈佐賀県損害保険代理業協会 未定 学校 早稲⽥佐賀中学・⾼等学校 年1回 商店・企業 唐津⼟建⼯業株式会社屋上緑化推進チーム 年6回
商店・企業 株式会社伊藤園 年1回 市⺠団体 feel 未定 市⺠団体 夢みるこども基⾦ 年2回
市⺠団体 朝⽇テクノ⾃然環境クラブ 年2回 商店・企業 ⻄九州トヨタ⾃動⾞株式会社 唐津店 未定 市⺠団体 虹の松原七不思議の会 月1回、土曜
学校 学校法⼈岡⽥学園エルアン幼稚園・相知エルアン幼稚園 未定 市⺠団体 ⻄唐津緑の少年団 年1回 市⺠団体 虹のいちろく会 第2月曜、第4土曜
市⺠団体 鏡⼩学校おやじの会 年2回 商店・企業 株式会社 福岡銀⾏唐津⽀店 未定 市⺠団体 チーム宮崎 年6回
学校 鏡⼭⼩学校4年⽣ 年1回 市⺠団体 なしょなる会 年2回
商店・企業 有限会社 あおば 年12回 商店・企業 明治安⽥⽣命保険相互会社 佐賀⽀社 唐津営業所 年2回
市⺠団体 鎮⻄町緑の少年団 年2回 商店・企業 株式会社 佐賀銀⾏ 唐津エリア 年4回










































② 地元高校や中学校の生徒の松原に対する意識   





















る軍手(S・M・L 各 120 双)を寄贈してもらい，「たいへん助かっている(A1 氏)」という．「虹の松
原だより第 26号 2013 年，33号 2013 年」より，アサヒビール株式会社では平成 21 年からアサヒス
0  0 9 S P
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ーパードライ(大瓶・中瓶・500ml缶・350ml缶)の売上 1 本につき 1円を，全国 47都道府県ごとの
自然や環境，文化財などの保護・保全活動に活用する「美しい日本に乾杯！うまい！を明日へプロ
ジェクト」を実施しており，第 6 弾・7 弾・8 弾では，虹の松原をテーマに展開し，(虹の松原だよ
り第 43号 2015)に第 8弾においては，1,509,049円の寄付があったと紹介されていた．他にもイオ
ン株式会社のイオン黄色いレシートキャンペーンにおいては，レシート合計金額の 1%が，物品とし
て寄贈される制度があり KANNE ではその制度を利用していた(虹の松原だより第 27 号 2012)．株式
会社伊藤園からは，イベントの際のお茶の提供をうけ((虹の松原だより第 25号 2013)，佐賀県ふる






































への多様な主体の参画を促し，協議会を通じて活動に取り組む CSO 等を支援する 3. 佐賀森林管理


































































































KANNEの努力により，アダプト登録団体数は 219団体，参加人数が 7140 人(2017 年度)また，イベ
ント方式の保全活動では年間 1000 人前後の参加がある状態までとなった．一方，KANNEに支払われ





































































わっている (林野庁近畿中国森林管理局 福井森林管理署 2013)．(社)日本の松の緑を守る会が選




















A 株式会社 ＢＯ−ＧＡ 代表 2019年10⽉20⽇ 株式会社 ＢＯ−ＧＡ
B 株式会社 ＢＯ−ＧＡ 社員 2019年10⽉20⽇ 株式会社 ＢＯ−ＧＡ
C 林野庁福井森林管理署 担当者 2019年5⽉28⽇，31⽇，10⽉21⽇ 福井森林管理署






2019 年 10 月 20 日に株式会社 ＢＯ－ＧＡ(以下，ＢＯ－ＧＡ)にて，保全活動のマネジメントを
おこなっているＢＯ－ＧＡの代表(A 氏)と社員(B氏)，に集まってもらい半構造化インタビューをお
こなった．これらの調査を基に保全活動が行われるようになった経緯や関わる組織をまとめた． 
2019 年 10 月 21 日には林野庁福井森林管理署に出向き担当者(C 氏)と(D 氏)に面談を申し込み半
構造化インタビューをおこなった．担当者(C氏)へは 2019 年 5 月 28日と 31 日にメール及び電話に
て構造化インタビューをおこなった． 
(2)参与観察 


































によると，気比の松原では，全体の 7 割がアカマツで，3 割がクロマツだと言われている．2019 年







2.3. 気比の松原 100 年構想連絡協議会 
林野庁ホームページにある気比の松原 100 年構想によると，松食い虫被害や林地の高密度化等に
よりマツが衰退し防災機能および景観の低下が危惧されていた．そのため，学識経験者等から構成
する「気比の松原保全対策検討委員会」が設置され，2013 年 2 月に「気比の松原 100 年構想」を策
定した．「気比の松原 100 年構想」では，これまでの松原と現在の松原の様子を調査分析するとと
もに，今後の松原の姿の”ビジョン“とビジョン達成のための具体策をとりまとめたそうである．






















































































































7 章 総合考察 
 
1. 6 地域の海岸マツ林の比較結果 
1 章から 6 章での結果をもとに，松下・大野(2007)，八巻ほか(2011)のガバナンス論に沿いなが
ら，よく知られている Rhodes(1997）の４つのガバナンス指標と，自立した活動に必要なアドボカシ
ーの視点(森 2017)を加え，８つの評価項目でそれぞれの地域を相対的に評価した． 6 地域の海岸マ
ツ林の比較結果を表 7-1 にまとめた． 
 

















⼤⾥ 北の脇 福津 さつき 虹 気⽐
町（部落） 市、企業、個⼈ 国、県、市、個⼈ 国、県、漁協 国 国
1 独⽴性がある⾮政府組織を含む ◯ △ ◯ ◯ ◯ ◯
























X X ◎ X △ X
所有形態
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